










































説』（1985 年、中央公論社）に近接しているが、ことばの「浅さ」と戯れる Barthes の実践 
を肯定する蓮實の記述とは、どこかで決定的に異なっている。
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1　『朝日新聞』2014 年 7 月 6 日の書評欄。
2　ただ、番組自体のコンセプトと宮沢の語りは必ずしも一致していない。たとえばサブカルチャー 
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